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研究成果の概要（和文）： 
 広義の里山における外来生物の侵入状況と在来昆虫への影響に関する調査を、大阪府内
の里山林、稲作水系、河川などにおいて実施し、侵略的外来種を含む多くの外来生物の生
息を確認した。多くのため池や淀川わんどでは外来種が動物群集の優占種になっていたほ
か、北部の里山林では在来のニホンジカによる植生変化が確認された。また、シルビアシ
ジミ（絶滅危惧種）大阪個体群について、外来牧草への寄主転換と分布拡大の状況を明ら
かにし、最近南関東に侵入し、侵略性未知のアカボシゴマダラ外来亜種について、日本固
有亜種に対するリスク評価を飼育実験等により解析した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Investigation on status quo of invasion by alien species and assessment of their risks to 

native insects in Satoyama, traditional rural landscapes in Japan, were made in coppice 

woodlands, irrigation ponds, riverine lagoons and so on in Osaka Prefecture, central Japan, 

and lots of alien species including invasive ones were found.  Animal communities in most 

irrigation ponds and riverine lagoons of the Yodo River were dominated by alien species, 

and influence of the sika deer on vegetation was observed in coppice woodlands of northern 

region.  It was also clarified that the endangered lycaenid, Zizina emelina, of the Osaka 

population has spread its distribution by utilizing the white clover, an alien species, as a 

host plant instead of native Lotus species.  Furthermore, ecological risks of alien 

subspecies recently introduced into Japan to the Japanese endemic subspecies were 

assessed by rearing experiments in the nymphalid, Hestina assimilis. 
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１．研究開始当初の背景 
里山は多くの外来生物が意図的・非意図

的に導入され、あるいは周囲から自力で侵
入し、定着した種も少なくない。とくに侵
略性の高い外来生物が在来生物に及ぼす影
響として、捕食や駆逐、競合、植生破壊等
による生息基盤の損壊、交雑による遺伝的
撹乱、病気・寄生虫の伝播・媒介などがあ
げられている。このような、在来生物に悪
影響を及ぼす「侵略的外来生物」の増加は、
生物多様性ホットスポットのひとつとなっ
た里山の生態系を大きく変えてしまう可能
性がある。 

 
２．研究の目的 
近畿地方の里山を主な調査地として、ど

のような外来生物が既に里山に侵入し定着
しているのか、侵入した外来生物は在来昆
虫や在来生態系にどのような影響を及ぼし
ているのか、また、外来生物の侵入・定着
の程度は里山の管理状態と関係があるのか、
を明らかにするための野外調査を実施する。
さらに、最近里山に侵入し、在来生物ある
いは在来生態系に対する侵略性が未知の外
来昆虫について、生活史形質や近縁在来種
との競合・交雑の可能性を明らかにするた
めの調査・実験を行う。そして、これらの
結果にもとづき、外来種の侵入・定着を受
けにくい里山あるいは里山管理のあり方に
ついて提言を行う。 
 
３．研究の方法 
外来生物の里山への侵入状況および里山

管理の状況調査を、大阪府の里山林、ため
池のある稲作水系において実施する。また、
外来生物の在来昆虫への影響を調査するた
めに、外来動物の在来昆虫への捕食圧の評
価、およびシルビアシジミ（絶滅危惧種）
大阪個体群の外来牧草への寄主転換と分布
拡大の状況調査を実施する。さらに、侵略
性未知の外来生物のリスク評価を 1998 年
に神奈川県で発見されたアカボシゴマダラ
外来亜種の調査によって解析する。 
 

４．研究成果 
(1)泉佐野市のため池群では 5 綱 17 目 69
種の水生動物が記録され、7 種が外来種、7
種が環境省や大阪府のレッド種であり、外
来種の多い池ではレッド種が少ない傾向が
あった。 
(2)大阪狭山市の副池では、同池の水辺に接
するビオトープ池を含めて 7 綱 16 目 43 種
の水生動物が記録され、５種が外来種、３
種がレッド種であった。 
(3)アカボシゴマダラ外来亜種の生活史形
質と寄主植物選好性を室内実験により調査

した結果、この外来亜種は北海道から奄美
群島の各地で定着可能であり、奄美群島に
侵入した場合、そこに生息する日本固有亜
種との競合・交雑の恐れがあることが明ら
かになった。 
(4)環境省の絶滅危惧種であるシルビアシ
ジミの各地の個体群について、ミヤコグサ
とシロツメクサに対する選好性を室内実験
により調査した結果、兵庫県相生市の個体
群は本来の寄主であるミヤコグサのみを選
好するが、野外でシロツメクサ利用が知ら
れている千葉県鴨川市と大阪府豊中市・吹
田市の個体群はシロツメクサに対する選好
性も示すことが明らかになった。 
(5)ヒラタクワガタについて、和歌山、京都、
滋賀、兵庫各府県産の個体を用いて DNA
の解析を行った。データベースと照合した
ところ、国外を含めた他の亜種と交雑した
と考えられる個体は認められなかった。 
(6)大阪府内の管理状況が明らかな 6 ヶ所
の里山林を選定し、外来動植物のルートセ
ンサス調査を行った。その結果、草本植物
では 14 種の特定・要注意外来生物、およ
び 18 種の帰化植物が記録された。外来動
物については、ソウシチョウとタイワンリ
スが目視確認された。また、北部の里山林
ではニホンジカなどの野生獣による植生変
化が確認された。 
(7)淀川河川敷では、中流域のワンド水域に
おいて水生外来動物の調査を実施した。そ
の結果、水生昆虫 28 種を含む 58 種の水生
動物が確認されたが、13 種が特定・要注意
外来生物を含む外来種であり、スクミリン
ゴガイが超優占するなど全個体数の 82％
を占めた。 
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